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報道機関 各位 
東北大学大学院教育学研究科 

 

国際シンポジウム「国際的共同学位の構想」の開催について 

 
東北大学大学院教育学研究科では国際シンポジウム「国際的共同学位の構想」を下記のとおり開催いたし

ます。 
今日、急速に進展する高等教育の国際化を受け、学生・教員の流動性が高まっています。また教育の質的

転換も求められています。本シンポジウムでは、東アジア諸国の有力大学においては、どのようなビジョン

の下、どのような大学院教育改革が進められているのか討論します。これらの議論を踏まえ、国際的共同学

位の可能性を探ります。 
つきましては、広く周知いただきますとともに、取材くださいますようお願いいたします。 

 
１． 日時及び場所 

 日時 ２０１２年９月１９日（水）１０：００～１５：４５ 
 場所 東北大学文科系総合研究棟 1 号棟・11 階大会議室 

      （日/英同時通訳あり） 
２． 主 催 

 東北大学大学院教育学研究科・東北大学大学院教育学研究科教育ネットワークセンター 
 
３． 講演者 

 カッセル大学・比較高等教育研究所 教授   Ulrich Teichler 
 東北大学 教授               本郷 一夫 
 ソウル大学 准教授             Sung Choon PARK 
 北京師範大学 准教授             高 益 民 
 南京師範大学  教授                   傅    宏 
 国立台湾師範大学  准教授             黄 純 敏 
 国立政治大学 准教授             陳 幼 慧 
 国立政治大学 教授              洪 煌 堯 

 
４． 申し込み方法 

お申し込みは不要です。当日受付にお越しください。（参加無料） 
 

  （お問い合わせ先） 
東北大学大学院教育学研究科 アジア共同学位開発プロジェクト事務室

清水、朴 TEL/FAX：022-795-3756    E-mail:ajp@sed.tohoku.ac.jp 

 



問い合わせ先 : 東北大学大学院教育学研究科
　　　　　　　アジア共同学位開発プロジェクト事務室
   　　　　　　Tel & Fax:022-795-3756　E-mail :ajp@sed.tohoku.ac.jp

主　　催 : 東北大学大学院教育学研究科／東北大学大学院教育学研究科教育ネットワークセンター

　東北大学大学院教育学研究科は、平成 23 年度から文部科学省の概算要求特別経費により「ア
ジア共同学位開発プロジェクト」に取り組んでいます。今日、東アジア諸地域においては多文化
共生、格差、少子高齢化など 21 世紀的課題が山積しています。本プロジェクトは、こうした新
たな社会問題や教育課題に取り組む教育専門家の育成を目的とし、東アジアの有力大学と協働し
て共同教育プログラム及び共同学位プログラムの開発をめざしています。
　このシンポジウムでは、急速に進展する高等教育の国際化を受け、高等教育の流動性が高まり、
また教育の質的転換が求められている中で、東アジア諸国の各高等教育機関においてどのような
ビジョンの下、どのような教育改革が進められているのか討論いたします。

2012年9月19日水
10:00～15:45

東北大学大学院教育学研究科 ・ アジア共同学位開発プロジェクト国際シンポジウム

場所／東北大学文科系総合研究棟・11階大会議室
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同時通訳あり（日本語 /英語）

参加費 : 無料

基調講演

開会の挨拶

シンポジウム

プログラム
本郷　一夫　東北大学大学院教育学研究科長  
上埜　高志　東北大学大学院教育学研究科副研究科長 

東北大学大学院教育学研究科における新たなビジョン：KASP
　本郷　一夫　東北大学　教授　　　　　　　
国際的卓越性を求めて：ソウル大学の現状と未来
　Sung Choon PARK　ソウル大学　助教授　　　　
北京師範大学：APIC
　高益民　北京師範大学　准教授　　　 　　
南京師範大学のグローバル人材育成のビジョン
　傅　宏　南京師範大学　教授
国立台湾師範大学の経験とチャレンジ
　黄純敏　国立台湾師範大学　准教授　       
書院教育とコア・コンピテンスのアセスメント
　陳幼慧　国立政治大学　准教授　       

高等教育における流動性 : ヨーロッパの経験から
　Ulrich Teichler　カッセル大学・比較高等教育研究所　教授 


